
 

 

 

 

 

 

 

令和４年度修了式 １年間ありがとうございました。 

打上小の桜も開花しました。三寒四温を感じる季節となり、令和４年度の修了式を終えました。 

今年度も、コロナ対策の１年でした。保護者の皆様のご協力で、感染の急拡大時を乗り切ること 

ができ、感謝の思いでいっぱいです。おかげで、入学式卒業式、運動会や修学旅行、バス旅行など

の大きな行事は、工夫を加えながら計画通り行うことができました。そして、全校児童で取り組ん

だ心ひとつになる時間を多くつくり出すことができました。友達や先生方、本校の教育に携わって

いただいた多くの方々との関わりで、思いやりの心が大きく育った１年となりました。 

修了式では、代表の児童に修了証書を渡し、１年間の成長を振り返り、新学期を楽しみに一人一

人に力がみんなの力になるように頑張ろうと児童に話しました。明るい未来を見据えて、この困難

を乗り越えていってほしいと思います。 

 修了式は、自身の成長を感じる日です。そこに携わっていただいた保護者の皆様、地域の皆様に

は心より感謝申し上げます。どうもありがとうございました。一人の力をみんなの力に変えて進ん

でいきたいと思います。これからもよろしくお願いします。 

令和４年度第７６回卒業証書授与式 堂々と旅立ちました 
３月１７日、第７６回卒業証書授与式を挙行し、 

１９名の卒業生は、６年間の思い出を胸に堂々と巣 

立っていきました。 

この１９名を加え、打上小学校の卒業生は、合計 

９４４４名となりました。 

今年は、打上小学校全員で温かく送り出そうと、 

１年生から５年生まで参加をしました。卒業生から 

は、旅立ちの決意が見えましたし、在校生からは感 

謝の思いがいっぱいの姿が見え、打上小学校全員の 

心が一つになる卒業式でした。 それぞれに夢を抱き、 

巣立っていく１９名に幸多かれと心より願っています。 

式辞では、未来を生き抜くため、そして、夢や願 

いを叶えてほしいという願いから、以下のようにまとめ、はなむけの言葉といたしました。 
式辞（前段省略） 

さて、卒業生の皆さん。皆さんが小学校に入学をして、今日までの六年間、いろいろな思い出があるこ

とでしょう。その中で、今年も、様々な制約の中で活動した１年でした。しかし、皆さんは、打上小学校

の最上級生として、学校のために行動し、後輩のためにお手本となり、仲間と共に支え合あい、自ら考

え、実行することができました。そして、打上小のみんなが心一つになる「感動と感謝」の時間をたくさ

ん作ってくれました。 

先生方と共に協力し、工夫をしてやり遂げたことが多かったと思います。その過程で困難に立ち向か

い、学んだ技や知恵が、未来を生きるために、そして、夢や願いを叶えるために必ず役立ちます。 

そのような素晴らしいみなさんの心に伝えたいことがあります。先ほど「夢や願いを叶える」と言いま

したが、それにもつながると思います。 

さて、皆さんは、流れ星をみたことがありますか？これからお話しするのは、ラジオ放送の「子ども相

談室」での話です。このような相談がありました。 

「流れ星を見て願い事を３回言うと願いが叶うと言いますが、流れ星を見た時に願を言おうとしたら流

れ星は消えてしまいます。本当に願いを３回言うことができるのでしょうか」というものです。相談員の

「げん気 やる気 がまんの気」本気が出せる 実力を発揮できる打上小 
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人は何と答えたと思いますか。答えは、「言うことができますよ」でした。信じられませんね。理由はこ

うでした。「流れ星は、偶然に見るものと多くの人が思っているようですが、みんなの頭の上で流れてい

ます。下を向いている人には見ることはできませんね。だから、いつ流れ星が来てもいいように夜空を見

て願い事が言えるように準備をしておきます。すると、必ず３回言うことができます。」と言われました。

この話から、夢や願いを叶えるチャンスは皆さんに平等に訪れます。そのチャンスをつかめる人は、夢や

願いのことを常に考えて、努力をし、しっかりと準備をしている人だということが、この話から伝わって

きます。 

これから世の中がどんどん変化していきます。その流れの中で、夢や願いがどんどん変わっていくこと

でしょう。また、目の前に解決しなければならない課題も出てきます。しかし、夢や願いを持てたときに

は、その達成に向けて、夢中になって行動していれば、必要な情報が必ず舞い込んできます。その情報を

見逃すことなく行動することこそが、夢や願いを叶えることとなり、生きる自信につながります。 

みなさんには、どんな未来が待っているでしょう。明るい未来であることは間違いありません。 

最後に、私は、皆さんを、自信をもって中学校へ送り出すことができることに 喜びを感じています。

そして、私は校長として、打上小の伝統を学校のリーダーとしてしっかりと受け継ぎ、未来へ繋いだ卒業

生の皆さんに感謝の思いでいっぱいです。この１年、人としての成長は目を見張るものがありました。是

非、その手で、明るい未来へと、道を切り開いていってください。 
 

転出者の紹介、お世話になりました。 

年度末の人事異動で、打上小からは９名の先生が、ご退職及び転出となりました。卒業生も参加

をし、ささやかでしたが、辞任式・離任式を行いました。別れることは悲しいことですが、退職・

転出する職員の皆様の更なるご活躍を祈念しております。 

【転出の職員】 

○山本 正憲教頭（定年退職）小川中へ   ○宮崎 昌弘先生（定年退職）西唐津中へ 

○富永 葵先生       古枝小へ   〇古舘 誠子先生       久里小へ 

○宮嵜 靖子先生      浜崎小へ   〇宮川 瑞木先生   青嶺中・山代中へ 

○大久保 敦子先生     切木小へ   ○吉川 公代先生        湊小へ 

○坂本真美（ICT 支援員）  退職 

令和５年度４月からのマスクについて 
４月からのマスクの着用については、文部科学省より「学校教育活動の実施に当たっては、マス

クの着用を求めないことを基本とする」示されており、唐津市教育委員会の通知をもとに、コロナ

ウィルス関連に基づくマスクの着用を求めないこととし、個人の判断として対応します。マスクい

じめ等が無いよう、十分に配慮いたします。 

 

 

            

 

◎鎮西町「ぼくのこえ、わたしのこえ」 

コンクール 

優秀賞 ５年 鳥越 昴さん   

４年 小宮慎太郎さん 

 

※ 令和４年度表彰者延べ １２３名 
 

    

 

 

 

 

 

 

 
 

あいさつマスター 

  
（計６２名） 

【あいさつ賞状】あいさつ券１００枚達成（３１人） 

６年 浦川龍星さん 中山泰雅さん 

松尾美玲さん 

【あいさつ賞状】あいさつ券２００枚達成（４人） 

２年 谷口敬亮さん  ５年 貞金聖人さん 
※ あいさつマスター、あいさつ賞状は申告制です。  

 

表彰おめでとう 

 

令和５年４月の主な行事予定 
７日(金) １学期始業式 赴任式 給食なし 

１０日(月) 給食開始 

１２日(水) 入学式 

１７日(月) １年生給食開始 

１８日(火) 全国学力・学習状況調査（５・６年生） 

１９日(水) 田植え（４．５年生）地区児童会 

２０日(木) 火災避難訓練 

２１日(金) 授業参観 学級懇談 育友会総会 

２５日(火) 集金日 

２７日(木) 全校集会 

 

 

 

 

 


